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女性消防吏員の活躍推進に向けた広報活動

消防・救急課

　全国の消防吏員に占める女性の割合は、平成28年４
月１日現在で2.5％となっており、昨年度より0.1ポイン
ト増加しましたが、警察、自衛隊、海上保安庁の他の分
野と比較して、依然として低い水準となっています。
女性の活躍推進については、一億総活躍社会など、国の
成長戦略の重要な柱として積極的に進められており、政
府はもとより、民間企業においても意欲的な取組がなさ
れています。
　消防庁では、昨年７月、全国の消防吏員に占める女性
消防吏員の比率を平成38年度当初までに５％に引き上
げることを共通目標とし、消防本部に対して、この達成
に向け、本部ごとの実情に応じて、女性消防吏員比率の
数値目標の設定と計画的な増員を要請したほか、女性消
防吏員の研修機会の拡大、消防署などの女性専用設備の
整備など、女性活躍推進の様々な施策に取り組んでいま
す。
　今年度は、より一層の女性消防吏員の活躍を推進し、
各消防本部における計画的な女性消防吏員の増員を図る
ために、これから社会人となる年齢層の女性を対象とし
た広報等を積極的に展開していきます。

（1）　�女子学生等を対象とした職業説明会（ワンデイ・
インターンシップ）の開催

　消防を目指す女性を増やすために、これから社会人と
なる年齢層の女性に、消防の仕事の魅力と消防分野での
女性活躍の可能性を知ってもらい、興味をもってもらう
きっかけとなるよう、消防本部と連携しながら、現役の
女性消防吏員との懇談会等のほか、消防署の施設見学な
どのプログラムで、全国８か所の会場にて、職業説明会
（ワンデイ・インターンシップ）を開催します。
ア　イベントの実施内容
　（ア）　講演会場
　　　�　講演会場では、消防の仕事の魅力をアピールす

るため、消火、救急、救助、火災予防等の各業種
について説明するとともに、地域で活躍する女性
消防吏員の現状を多角的に紹介するほか、現役女
性消防吏員による経験談等も説明します。

　（イ）　ブースエリア
　　　�　各地域で参加を希望した消防本部がブースを設

置し、担当者が、消防本部の体制や特徴等につい
て説明します。勤務条件等の具体的な質問にも対

目的1 具体的な取組2

女性消防吏員数･割合の推移
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※消防吏員は、階級を持ち、消火活動中の緊急措置等、消防法上の権限を有する。
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（2）　�ポスター・リーフレットの作成
　消防吏員という職業について、女性をターゲットとし
て広報を展開し、職業説明会（ワンデイ・インターンシッ

プ）の開催を周知するためのポスターを作成しました。
また、消火、救急、火災予防など、消防の仕事の様々な
役割の理解を深め、各地で活躍する女性消防吏員の姿や
キャリアパス、各種支援制度、教育制度が分かるリーフ
レットも作成し、全国の各消防本部等に配布しています。
消防を受験する女性を増加させるためには、大学、専門
学校及び高等学校を通じた働きかけが不可欠であり、多
岐に渡る就職先の中から消防を選択する女性が増加する
よう、大学等の就職担当部署、進路担当教諭等の関係者
へ消防職員が直接説明するなど、消防本部による、より
積極的な取組が重要かつ効果的であると考えます。この
ことから、各消防本部へは、市町村の大学、専門学校及
び高等学校等に、これらを踏まえた効果的な方法で
ポスター等を活用した広報を展開することを要請し
ています。また、リーフレットは消防の職業を理解
してもらうツールとなるため、大学、専門学校及び
高等学校と協力して、これを活用した消防の職業に
ついての説明会を行うなど、地域の状況に応じた広
報活動を実施することも要請しています。
　これらのポスターやリーフレットは、今後も各広
報活動に積極的に活用していきます。

応します。
　（ウ）　座談会エリア
　　　�　イベント参加者の疑問・不安を解消するため、

現役女性消防吏員との対話による意見交換を行い
ます。少人数での相談エリアを設け、様々な質問
にきめ細かく対応することができるものです。

　（エ）　消防署見学等
　　　�　近隣の消防署にて執務室等の職場見学のほか、

消防車両の体験乗車や消防活動に使用する資機材
の取扱い方等を体験することもできます。

イ　開催日程及び開催都市
　８月５日（金）開催の東京会場を皮切りに12月まで
の間、全国８か所の会場で開催します。

エリア 関係都市 開催日 会場名
関 東 東 京 平成28年  8月  5日（金） ベルサール新宿セントラルパーク
東 北 仙 台 平成28年10月  9日（日） フォレスト仙台
九 州 福 岡 平成28年10月23日（日） 博多スターレーン展示会場
北 海 道 札 幌 平成28年11月23日（祝・水） サッポ口ファクトリーホール
中国･四国 広 島 平成28年11月23日（祝・水） 広島県立広島産業会館
関 東 横 浜 平成28年12月  4日（日） パシフィコ横浜　会議センター
中 部 名古屋 平成28年12月11日（日） 名古屋市中小企業振興会館
近 畿 京 都 平成28年12月17日（土） 京都市勧業館みやこめっせ

女子学生を対象とした職業説明会（ワンデイ・インターンシップ）
開催日･会場等

ワンデイ･インターンシップ広報用チラシ

現役の女性消防吏員をモデルとしたポスター
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問合わせ先
　消防庁 消防・救急課
　TEL: 03-5253-7522

（3）　�ポータルサイト等の開設
　消防の業務理解に必要な情報提供のプラットホームと
して、各消防本部での女性活躍事例や具体的な取組も含
めて、様々な情報を発信するためのポータルサイトを開
設しました。
　公開コンテンツとしては、安心して働き続けられる職
場環境であることを伝える「教育制度・福利厚生」、消

　今年度は、女性消防吏員の活躍推進に向けた諸施策を
加速すべき重要な時期です。各消防本部が、新たな人材
の獲得に向け、様々な広報等をより積極的に実施してい
くことで、女性の受験者数の増加が期待されます。女性
消防吏員が増加することによって、職場内がより活性化
され、消防・防災体制の向上につながっていくものと確
信します。消防庁としても、消防分野における女性の活
躍推進について、これからも強力に取り組んでいきます。

おわりに3

防の仕事に関する疑問等に対しての回答を掲載する「女
性消防士Ｑ＆Ａ」、女子学生等を対象とした職業説明会
（ワンデイ・インターンシップ）等を紹介する「イベン
ト情報」があります。そのほか、市町村を選択すると、
該当する各消防本部の基礎情報やホームページのリンク
を表示する「消防本部サーチ」が公開されています。
　今後は、消防、救急、火災予防等の職務紹介とともに
先輩職員の仕事ぶりを紹介する動画等を掲載するなど、
さらに充実していきます。
＜女性消防吏員の活躍推進のためのポータルサイト＞
URL：http://www.fdma.go.jp/josei_shokuin/index.
html

現役の女性消防吏員をモデルとしたリーフレット現役の女性消防吏員をモデルとしたリーフレット

ポータルサイトトップ画面
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